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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月25日(2016.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二のインバータ回路が並列に設けられた回路を複数段有する半導体装置であって、
　並列に設けられた前記二のインバータ回路からはそれぞれ逆極性の信号が出力され、
　前段のインバータ回路から出力される信号を前記二のインバータ回路において互いに入
れ替え、
　前記二のインバータ回路の一方の入力信号の一は、前記二のインバータ回路の他方が有
するトランジスタのバックゲートに入力される信号の一と同一であり、
　前記二のインバータ回路の前記他方の入力信号の一は、前記二のインバータ回路の前記
一方が有するトランジスタのバックゲートに入力される信号の一と同一であることを特徴
とする半導体装置。
【請求項２】
　並列に接続された第１のインバータ回路と第２のインバータ回路により設けられたイン
バータ段を複数有し、
　前記第１及び第２のインバータ回路は、それぞれ第１及び第２の入力端子と、前記第１
の入力端子の反転信号が出力される出力端子と、二のトランジスタを有し、
　第１のインバータ回路の前記出力端子は、後段の第１のインバータ回路の第１の入力端
子と後段の第２のインバータ回路の第２の入力端子に電気的に接続され、
　第２のインバータ回路の前記出力端子は、後段の第１のインバータ回路の第２の入力端
子と後段の第２のインバータ回路の第１の入力端子に電気的に接続され、
　前記第１及び第２のインバータ回路の前記第２の入力端子は、前記二のトランジスタの
一方のバックゲートに電気的に接続され、
　前記インバータ段は奇数段であることを特徴とする半導体装置。
【請求項３】
　２ｋ個のインバータ回路によって構成される回路を有する半導体装置であって、
　前記回路において、
　第１のインバータ回路の第１の入力端子と、第２のインバータ回路の第２の入力端子が
、第１のバッファ回路の入力端子に電気的に接続され、



(2) JP 2013-251892 A5 2016.6.16

　前記第１のインバータ回路の出力端子が、第３のインバータ回路の第１の入力端子と、
第４のインバータ回路の第２の入力端子に電気的に接続され、
　前記第１のインバータ回路の第２の入力端子と、前記第２のインバータ回路の第１の入
力端子が、第２のバッファ回路の入力端子に電気的に接続され、
　前記第２のインバータ回路の出力端子が、前記第３のインバータ回路の第２の入力端子
と、前記第４のインバータ回路の第１の入力端子に電気的に接続され、
　第２ｎ－１（ｎは２以上の自然数）のインバータ回路の出力端子が、第２ｎ＋１のイン
バータ回路の第１の入力端子と、第２ｎ＋２のインバータ回路の第２の入力端子に電気的
に接続され、
　第２ｎのインバータ回路の出力端子が、前記第２ｎ＋１のインバータ回路の第２の入力
端子と、前記第２ｎ＋２のインバータ回路の第１の入力端子に電気的に接続され、
　第２ｋ－３のインバータ回路の出力端子が、第２ｋ－１のインバータ回路の第１の入力
端子と、第２ｋのインバータ回路の第２の入力端子に電気的に接続され、
　第２ｋ－２のインバータ回路の出力端子が、前記第２ｋ－１のインバータ回路の第２の
入力端子と、前記第２ｋのインバータ回路の第１の入力端子に電気的に接続され、
　前記第２ｋ－１のインバータ回路の出力端子が、前記第１のバッファ回路の入力端子と
、第１の終端インバータ回路の入力端子と、第２の終端インバータ回路の出力端子に電気
的に接続され、
　前記第２ｋのインバータ回路の出力端子が、前記第１の終端インバータ回路の出力端子
と、前記第２の終端インバータ回路の入力端子と、前記第２のバッファ回路の入力端子に
電気的に接続されることを特徴とする半導体装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記インバータ回路のすべてが、第１のトランジスタ及び第２のトランジスタを有し、
　　前記第１のトランジスタのソース及びドレインの一方が、高電位電源電位線に電気的
に接続され、
　　前記第１のトランジスタのソース及びドレインの他方が、前記第２のトランジスタの
ソース及びドレインの一方と、出力端子に電気的に接続され、
　　前記第２のトランジスタのソース及びドレインの他方が、低電位電源電位線に電気的
に接続され、
　　前記第１のトランジスタの第１のゲートが、第１のトランジスタのソース及びドレイ
ンの前記他方と、前記第２のトランジスタのソース及びドレインの前記一方に電気的に接
続され、
　　前記第１のトランジスタの第２のゲートが、前記インバータ回路の第２の入力端子に
電気的に接続され、
　　前記第２のトランジスタの第１のゲートが、第１の入力端子に電気的に接続され、
　　前記第２のトランジスタの第２のゲートが、共通電位線に電気的に接続されることを
特徴とする半導体装置。
【請求項５】
　請求項３又は４において、
　前記第１の終端インバータ回路と前記第２の終端インバータ回路のすべてが、第３のト
ランジスタ及び第４のトランジスタを有し、
　　前記第３のトランジスタのソース及びドレインの一方が、前記高電位電源電位線に電
気的に接続され、
　　前記第３のトランジスタのソース及びドレインの他方が、前記第４のトランジスタの
ソース及びドレインの一方と、出力端子に電気的に接続され、
　　前記第４のトランジスタのソース及びドレインの他方が、前記低電位電源電位線に電
気的に接続され、
　　前記第３のトランジスタのゲートが、前記第３のトランジスタのソース及びドレイン
の前記一方に電気的に接続され、



(3) JP 2013-251892 A5 2016.6.16

　　前記第４のトランジスタのゲートが、前記入力端子に電気的に接続されることを特徴
とする半導体装置。
【請求項６】
　請求項３乃至５のいずれか一において、
　前記第１のバッファ回路及び前記第２のバッファ回路は、複数のインバータ回路により
構成されていることを特徴とする半導体装置。
【請求項７】
　請求項３乃至６のいずれか一において、
　ｋ＝７であることを特徴とする半導体装置。
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